
 

 

 

日時・場所 平成 30年 1月 31日（水）15：00～17：30 高松市医師会館 

参加者 受講者 40名 行政担当者 6名 

内 容 

【テーマ】認知症高齢者のコーディネーション 

情報提供：認知症高齢者のマネジメントのポイント 中村光夫委員 

認知症の人の支援           大川裕子 氏（第１期生） 

事例検討：認知症高齢者事例 

結 果 

情報提供： 

1.認知症高齢者のマネジメントのポイント 

題目「認知症のコーディネーション 認知症疾患医療センターの現状から」 

・香川県内には６つの病院が認知症疾患医療センターの指定を受けている。 

①いわき病院 ②大西病院③香川大学医学部附属病院 ④回生病院 ⑤西香川病院  

⑥小豆島病院 

・認知症疾患医療センターの役割 

 ①専門医療の提供 ②情報センター ③地域連携の強化 

・外来初診および入院患者の解析した調査結果を提供 

対象：平成 26年度当院外来初診した 249名および入院した認知症高齢者 65名 

検討項目： 

①外来初診 249名の受診経路、臨床診断の調査結果 

②アルツハイマー型認知症と診断されたケースの受診時年齢、家族構成、進行段階、

行動心理症状、身体合併症の調査結果 

③当院に入院した認知症高齢者 65名の原因疾患、身体合併症、転帰の調査結果 

・認知症の全体像について説明 

・新たな支援の動きや施策について 

 認知症カフェ、介護家族会の立ち上げ、認知症初期集中支援チーム、認知症サポート医等 

 

2.認知症の人の支援について 

題目「認知症の人の支援について」 

・地域で暮らす、認知症の人への支援依頼があった時に気を付けることを、実際の支援をも

とに説明。 

・訪問時に確認するポイント、聞き取りのポイントについて説明。 

・誰が困っているのか、本人の本当の気持ちを理解することが大切。 

・早いうちからかかわることで、本人の望む暮らしができる可能性が高くなることを説明。 

・早い時期から医療、介護、福祉職が関わり、本人や家族の意思決定支援を行うことの重要

性について説明。また、その時に本人の尊厳を傷つけないような対応を行うことを説明。 

・周りの関係機関や家族、近隣の住人が連携を取りながら、重層的にかかわることの重要性

について説明。 
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